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理事会、各委員会開催

ルンビニー園マヤ堂復興事業への取り組み
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本
会
の
理
事
会
が
、
去
る
五
月
二
十
七
日
午
後
二

時
か
ち
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都
で
開
催
さ

れ
た
。
三
帰
依
文
唱
和
に
続
い
て
、
不
破
理
事
長
を

議
長
に
、
豊
原
大
成
・
近
藤
真
道
の
両
師
を
議
事
録

署
名
人
に
選
出
し
議
事
に
入
っ
た
。

　
議
案
第
一
号
　
　
「
平
成
九
年
度
事
業
報
告
に
つ
い

て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
議
案
第
二
号
　
　
「
平
成
九
年
度
収
支
決
算
に
つ
い

て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
不
破
議
長
よ
り
、
第
一
号
及
び
第
二
号
の
二
議
案

を
一
括
し
て
上
程
。
始
め
に
、
野
生
司
総
務
部
長
が

事
業
の
概
要
を
報
告
、
続
い
て
吉
橋
財
務
部
長
が
、

一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
収
支
決
算
に
つ
い
て
詳
細

な
説
明
を
行
っ
た
。
監
事
を
代
表
し
て
小
川
純
夫
監

事
よ
り
監
査
報
告
を
行
っ
た
後
、
原
案
通
り
承
認
さ

れ
た
。

　
議
案
第
三
号
　
　
「
平
成
九
年
度
ル
ン
ビ
一
一
一
●
復

輿
計
画
事
業
報
告
並
び
に
中
間
収
支
に
つ
い
て
承
認

を
求
め
る
件
」

　
不
破
議
長
よ
り
上
程
。
吉
橋
財
務
部
長
が
、
事
業

内
容
及
び
中
間
収
支
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
し
た
中

小
川
監
事
が
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
事
業
は
、
予
算

㌧
継
鞭

編
成
さ
れ
た
当
初
の
事
業
内
容
が
、
そ
の
後
に
変
更

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
予
算
の
見
直
し
を
検
討

さ
れ
た
い
。
」
と
監
査
報
告
を
行
っ
た
後
、
原
案
通
り

承
認
さ
れ
た
。

報
告
事
項

　
①
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
計
画
事
業
の
現
状
に
つ
い

て　
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
の
川
井
委
員
長
が
、
ネ
パ
ー

ル
の
政
治
状
況
と
現
在
ま
で
の
事
業
内
容
を
説
明
し

「
次
回
の
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
で
予
算
の
見
直
し
を

行
う
。
」
と
報
告
し
た
。
出
席
者
よ
り
事
業
の
推
進
方

法
に
つ
い
て
活
発
な
質
問
、
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
②
第
二
十
回
W
F
B
世
界
仏
教
徒
会
議
シ
ド
ニ
ー

大
会
に
つ
い
て

　
野
生
司
総
務
部
長
か
ら
、
今
秋
オ
：
ス
ト
ラ
リ
ア

の
シ
ド
ニ
ー
で
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
同
大
会
に

つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

　
③
事
務
総
局
各
部
報
告

　
渡
邊
社
会
部
長
か
ら
、
七
月
の
参
議
院
議
員
選
挙

の
立
候
補
者
の
推
薦
を
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
行
い

た
い
旨
が
報
告
さ
れ
た
。

暑
中
お
見
舞
い

　　

¥
し
上
げ
ま
す

　
　
　
財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会

会
　
長

副
会
長

常
務
理
事

白楠細目成能豊乙
川　川井田国原川

謙宗景祥有英大顎
敬親一一文恒士成英

理
　
事

横
山
　
敏
明

塚
原
　
亮
応

濱
野
　
堅
照

応
水
谷
孝
尚

不奈岩河
五聖田野鳥藤新川一斗森

居　居井坂條
仁康文憲
　明有善三光祐匡彦成書

巻賢政俊裕之久

安
藤
　
正
晃

五
十
嵐
意
承

一2一

著　「　　＿



朧血ゐ幽幽．＿証

1998年8月1日仏全

　
　
　
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

　
五
月
十
九
日
午
後
二
時
半
か
ら
、
明
照
会
館
会
議

室
で
、
第
一
回
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
蓮
事
務
総
長
よ
り
挨
拶
、
続
い
て
委
貝
互
選
に
よ

り
、
委
員
長
に
川
井
匡
俊
師
（
浄
土
宗
）
、
副
委
員

長
に
森
和
久
師
（
曹
洞
宗
）
が
再
選
さ
れ
た
。

　
次
に
川
井
委
員
長
よ
り
経
過
報
告
、
入
西
国
際
文

化
部
次
長
よ
り
、
四
月
二
十
日
置
ら
三
十
日
ま
で
の

ネ
パ
ー
ル
出
張
報
告
が
な
さ
れ
、
現
在
の
マ
ヤ
堂
の

状
況
が
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
。

　
続
い
て
、
川
島
委
員
（
企
画
渉
外
担
当
）
よ
り
概

況
説
明
が
あ
り
、
今
後
の
事
業
推
進
に
つ
い
て
出
席

者
に
よ
り
活
発
に
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会

　
六
月
十
六
日
午
後
二
時
よ
り
、
明
照
会
館
会
議
室

で
、
第
一
回
信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会
が
、
開

催
さ
れ
た
。

　
最
初
に
、
正
副
委
員
長
の
選
出
が
行
わ
れ
、
委
員

長
に
野
村
盛
彦
師
（
浄
土
宗
）
、
副
委
認
知
に
小
山

典
勇
師
（
真
言
宗
智
山
派
）
が
選
ば
れ
た
。

、
続
い
て
、
本
年
度
の
活
動
方
針
が
審
議
さ
れ
、
別

記
「
首
相
及
び
閣
僚
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝
中
止
の

要
請
」
を
、
内
閣
総
理
大
臣
宛
に
提
出
す
る
こ
と
が

決
め
ら
れ
た
。

　
首
相
及
び
閣
僚
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝

　
　
　
　
中
止
　
の
　
要
講

　
本
会
は
「
靖
国
神
社
法
案
」
、
首
相
及
び
閣
僚
の
「
靖
国

神
社
公
式
参
拝
」
に
対
し
て
、
過
去
十
七
回
に
わ
た
り
、
反

対
の
意
志
表
明
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
靖
国
神
社
は
、
特
定
の
基
準
を
も
っ
て
合
祀
の
対
象
と
し

た
戦
没
者
を
祀
る
神
社
で
あ
り
、
純
然
た
る
宗
教
施
設
で
あ

る
こ
と
が
明
白
で
あ
り
ま
す
。

　
し
た
が
い
ま
し
て
、
一
宗
教
団
体
で
あ
る
靖
国
神
社
に
首

相
及
び
閣
僚
が
公
式
参
拝
を
す
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
形

式
を
と
り
ま
し
て
も
、
憲
法
に
定
め
る
「
信
教
の
自
由
」
「
政

教
分
離
の
原
則
」
に
違
反
す
る
こ
と
は
疑
い
の
余
地
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　
昨
年
四
月
に
最
高
裁
判
所
は
、
靖
国
神
社
等
へ
の
公
金
支

出
が
、
金
額
の
多
寡
を
問
わ
ず
憲
法
違
反
に
当
た
る
と
い
う
、

明
確
な
判
断
を
示
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
憲
法
の
規
定
こ
そ
、
今
日
の
平
和
な

日
本
の
礎
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
改
め
て
確
認
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
峨
没
者
の
追
悼
は
、
国
家
が
特
定
の
宗
教
に
か
か
わ
っ
て

行
う
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
各
ご
遺
族
が
そ
れ
ぞ
れ
に
真
実

と
仰
ぐ
宗
教
に
よ
っ
て
な
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

当
然
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
も
、
ま
も
な
く
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す

る
日
」
が
ま
い
り
ま
す
が
、
首
相
及
び
閣
僚
が
、
靖
国
神
社

へ
の
公
式
参
拝
を
さ
れ
な
い
よ
う
、
強
く
要
請
い
た
す
も
の

で
あ
り
ま
す
。

一
九
九
入
年
八
月
一
日

財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会

　
理
事
長
　
不
破
　
仁

長
谷
川
霊
信

江
連
　
俊
則

佐
々
木
盛
英

増
田
　
貞
圓

志
鶴
　
秀
邦

監
　
事

小
川
　
純
夫

島
田
喜
久
子

事
務
総
局

事
務
総
長

総
務
部
長

財
務
部
長

同
和
推
進
部
長

社
会
部
長

国
際
文
化
部
長

総
務
部
次
長

財
務
部
次
長

同
和
推
進
部
次
長

社
会
部
次
長

国
際
文
化
部
次
長

主
　
事

高近本三
見藤間栗

寛真孝周
康道康映

中
村
　
旗
章

蓮
　
　
清
典

野
生
司
祐
宏

水入壽三江大櫻渡高吉
野西山浦口谷井邊橋庄

和智良千貫常英宗智勝
子彦光興正淳幸徹恒寛

江
澤
み
ゆ
き
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。
　
曹
洞
宗
宗
務
庁
　
　
管
　
　
長
板
橋
興
宗
　
　
宗
務
総
長
乙
　
川
　
良
　
英
　
　
参
　
　
議
福
山
諦
法
　
　
参
　
　
議
岩
本
昭
典
　
　
教
学
部
長
森
　
　
　
和
久
　
　
総
務
部
長
横
　
山
　
敏
　
明
　
　
教
化
部
長
洞
　
外
　
文
　
隆
　
　
伝
道
部
長
檀
　
上
　
尚
　
道
　
　
財
政
部
長
渕
　
　
英
徳
　
　
出
版
部
長
葦
　
原
　
正
　
憲
　
　
人
事
部
長
乙
　
川
　
暎
　
元
　
　
東
京
都
港
区
芝
ニ
ー
五
－
二
　
　
〒
鵬
－
酬
〇
三
（
三
四
五
四
）
五
四
二

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
　
　
長
豊
原
　
大
成
総
　
　
二
日
　
谷
周
暎
　
同
　
　
武
野
二
二
　
同
　
　
中
岡
順
孝
　
同
　
　
波
多
野
　
昭
　
方
　
同
　
　
九
　
折
丁
壽
京
都
市
下
京
区
堀
川
通
花
屋
町
下
ル
〒
㎝
－
㎜
〇
七
五
（
三
七
一
）
五
一
八
一
F
A
X
　
O
七
五
（
三
五
一
）
一
二
一
一

真
宗
大
谷
派
宗
務
総
長
能
邨
　
英
士
参
　
　
　
務
　
三
　
浦
　
　
　
　
崇
嚇
務
購
藤
野
　
護
参
　
　
務
　
　
　
　
安
原
　
　
晃
同
和
推
進
本
部
長
参
　
　
務
大
城
雅
史
参
　
　
務
石
　
川
　
正
　
生
京
都
市
下
京
区
鳥
丸
通
七
条
上
る
　
　
　
　
　
　
常
葉
町
七
五
四
〒
㎜
…
1
…
㎜
〇
七
五
（
三
七
一
）
九
一
八
一
（
代
表
）

≡
T

　
　
響
乙
　
　
　
　
一
国
　
　
…
下
野

一4一
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真
言
宗
豊
山
派
宗
務
所

管
　
長
濱
野
堅
照

宗
務
総
長
鳥
居
愼
春

教
務
部
長
若
　
槻
　
繁
　
隆

総
務
部
長
浅
井
侃
雄

教
化
部
長
中
川
至
聖

財
務
部
長
鴇
　

晃
秀

勝
化
セ
ン
タ
働
小
野
塚
　
…
幾
　
澄

密
計
勧
田
代
弘
興

東
京
都
文
京
区
大
塚
五
－
四
〇
1
入

〒
m
l
㎜
〇
三
（
三
九
四
五
）
〇
六
三
九

浄
土
宗

浄
土
門
主
中
村
康
隆

宗
務
総
長
成
田
有
恒

総
務
局
長
江
口
定
信

教
学
局
長
袖
山
白
丁

財
務
局
長
近
藤
正
也

社
会
局
長
吉
田
十
干

東
京
事
務
所
長
入
木
季
生

総
長
公
室
長
言
野
原
　
賢
　
史

出
版
室
長
小
林
正
道

同
和
推
進

事
務
局
長

同
和
推
進

事
務
局
参
与

出
　
口
　
十
干

境

順
正

　
　
　
　
　
職
員
　
一
　
同

浄
土
宗
宗
務
庁

京
都
市
東
山
区
林
下
町
四
〇
〇
一
八

〒
晒
－
㎜
〇
七
五
（
五
二
五
）
二
二
〇
〇

F
A
X
　
O
七
五
（
五
三
一
）
五
一
〇
五

浄
土
宗
東
京
事
務
所

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七
－
四

〒
鵬
－
㎜
〇
三
（
三
四
三
六
）
三
三
五
一

F
A
X
　
O
三
（
三
四
三
四
）
〇
七
四
四

臨
済
宗
妙
心
寺
派

宗
務
本
所

管
　
長
松
山
寛
恵

宗
務
総
長
細
川
景
一

総
務
部
長
後
藤
牧
宗

教
学
部
長
藤
原
十
二

財
務
部
長
瀬
古
十
四

糀
綱
飴
微
笑
義
教

法
務
部
長
津
田
清
．
四

型
細
飴
見
浦
宗
山

京
都
市
右
京
区
花
園
妙
心
寺
町
六
四

〒
㎝
－
脳
〇
七
五
（
四
六
三
）
＝
＝
二
一

天
台
宗
務
諸

天
台
座
門
渡

宗
務
総
長
藤

庶
務
部
踏
可

参
　
　
務

　
　
　
　
植

法
人
部
長

三
一
部
麟
大

参
　
　
務
口

教
学
部
長
艮

鯵
会
部
麟
志

参
　
　
務

運
動
総
本
部
長

一
隅
を
照
ら
す
獅
子
王 出

藍
　
光

児
光

田
塵

世
正

真
尊

鳥
融

　
圓

進菱蟹秀道置網泰

秋
鱒
噸
躰
響
盟
藩
萌
〇
二
二
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0
＝
＝

　
　
　
総
本
山
金
剛
峯
寺
。
　
　
高
野
山
真
言
宗
宗
務
所

黄
葉
宗
大
本
山
郵
亭
寺
黄
漿
宗
宗
務
本
院
管
　
　
長
林
　
　
　
文
照
宗
務
総
長
赤
　
松
　
達
　
明
財
務
部
長
中
島
義
　
晃
庶
務
部
長
中
　
澤
　
元
　
重
教
学
部
長
秦
　
　
　
旭
　
光
宇
治
市
五
ヶ
庄
三
番
割
三
四
〒
㎝
－
㎜
〇
七
七
四
（
三
二
）
三
九
〇
〇
F
A
X
　
O
七
七
四
（
三
二
）
六
〇
八
入
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＝
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磨
寺
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大
本
山
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貫
　
　
主
小
池
弘
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寺
務
長
吉
　
井
　
恵
　
貫
神
戸
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磨
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須
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－
入
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－
㎜
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三
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長
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順
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吉
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吉
野
町
吉
野
山
〒
㎜
1
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三
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）
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一
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A
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三
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一
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ノ
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脚
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〇
四
六
七
（
二
二
）
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四
七
入

””
D
≡

罐
　
叛
近
藤
隆
敬
蒜
鐙
三
脚
楠
　
　
　
宗
　
親
轍
化
部
報
阿
刀
隆
信
辮
務
部
報
小
　
林
　
照
　
宥
轍
学
部
報
田
村
正
規
轍
務
部
報
馬
　
場
　
修
　
任
槻
務
部
報
小
　
川
　
純
　
夫
鷺
脳
響
鶉
鈴
　
木
　
中
　
也
京
都
市
東
山
区
東
大
路
七
条
下
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
東
瓦
町
九
六
四
〒
働
－
㎜
〇
七
五
（
五
四
一
）
五
三
六
一

融
通
念
佛
宗
総
本
山
大
念
仏
寺
滞
　
搬
白
井
慈
勲
蒜
三
一
三
三
　
田
　
昭
　
骨
離
灘
尾
垣
良
格
庶
務
部
長
骨
　
林
　
義
　
博
銅
諮
繍
嚴
今
　
田
　
章
　
介
大
阪
市
平
野
区
平
野
上
町
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
－
二
六
〒
脚
一
踊
〇
六
（
七
九
一
）
○
〇
二
六

4
開
喜

真
　
言
　
三
　
宝
　
宗
大
本
山
清
澄
寺
灘
　
振
坂
本
白
州
綜
儲
嚴
藤
本
浄
海
鰍
斎
美
識
村
越
英
明
宝
塚
市
米
谷
字
清
シ
一
番
地
〒
鰯
－
幟
〇
七
九
七
（
入
山
）
六
六
四
一

財
団
法
人
日
本
佛
教
鐙
仰
会
理
事
長
中
山
静
麿
東
京
都
板
橋
区
舟
渡
四
一
十
五
－
一
〒
醒
－
㎜
〇
三
（
三
九
六
七
）
三
二
入
八

亀
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O

二
本
法
華
宗

神
奈
川
県
仏
教
会

東
京
都
仏
教
連
合
会

新
潟
県
仏
教
会

0

管
　
　
長
吉
　
永
　
日
　
晴

会
　
　
長
小
崎
龍
雄

会
　
　
長
駒
野
教
格

宗
務
総
長
中
　
山
　
昭
　
夫

理
事
長
白
　
川
謙
敬

会
　
　
下
中
村
啓
識

宗
務
次
長
山
　
本
　
学
　
人

副
会
長
横
　
山
　
敏
　
明

事
務
局
長
加
　
藤
　
隆
　
宣

＝
＝

財
務
部
長
白
　
井
　
謙
　
光
布
教
部
長
阿
　
曽
　
久
　
成

同
　
　
佐
藤
行
信

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
　
　
　
三
－
五
i
十
五
　
徳
藏
寺
内
〒
班
－
㎜
〇
三
（
三
四
九
一
）
二
五
七
一
F
A
X
　
O
三
（
三
七
七
九
）
五
〇
八
四

長
岡
市
上
田
町
ニ
ー
二
五
　
徳
聖
寺
内
〒
蜘
－
㎜
〇
二
五
八
（
三
三
）
一
五
入
六

””

D

社
会
部
長
鈴
　
木
　
無
　
着

同
　
　
滝
　
川
覚
道

愛
知
県
仏
教
会

北
海
道
仏
教
会
連
盟

4 ●　
0
≡

教
務
部
長
奥
　
村
　
智
　
学

同
　
　
本
　
間
孝
康

会
　
　
長
岩
　
田
　
文
　
有
副
会
長
玉
　
井
　
康
　
之

庶
務
部
長
三
　
坂
　
岳
　
応

会
　
　
長
羽
　
栗
　
周
映

8

事
務
局
長
丸
　
山
　
邦
　
雄

同
　
　
近
藤
真
道

国
圏
＝
7
＝

京
都
市
左
京
区
岩
倉
幡
枝
町
九
十
一
〒
㎜
－
㎜
〇
七
五
（
七
九
一
）
七
一
七
一
F
A
X
　
O
七
五
（
七
九
一
）
七
二
六
七

横
浜
市
中
区
大
平
町
九
六
　
西
有
寺
内
〒
劉
－
㎜
〇
四
五
（
六
六
一
）
〇
一
六
六

　
　
同
　
　
岡
田
泰
成
日
進
市
岩
崎
台
一
一
一
二
四
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
音
寺
内
〒
㎝
－
脳
〇
五
六
一
七
（
二
）
三
二
五
入

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
十
九
ー
ニ
ー
一
　
　
　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
　
　
　
　
　
北
海
道
教
区
教
務
所
内
〒
㎜
－
㎜
〇
一
一
（
六
一
一
）
九
六
二
三
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総
本
山
仁
和
寺
。
　
真
言
宗
御
室
派
　
0
　
　
　
罰
　
闘
堀
　
智
範
　
　
　
繍
撫
総
嚴
佐
　
藤
　
令
　
宜
＝
＝
　
　
　
繍
務
部
節
立
部
祐
道
　
　
　
猟
学
部
節
三
　
池
　
孝
　
尚
　
　
　
鴨
務
部
賄
沖
田
定
信
　
　
　
京
都
市
右
京
区
御
室
大
内
三
三
　
　
　
〒
㎝
－
㎜
〇
七
五
（
四
六
一
）
＝
五
五
　
　
　
F
A
X
　
O
七
五
（
四
六
四
）
四
〇
七
〇

“”
X

財
団
法
人
　
埼
玉
県
佛
教
会
会
　
　
長
江
　
連
俊
則
副
会
長
酒
　
井
　
文
　
雄
　
　
同
　
　
目
　
黒
　
靖
　
淳
専
務
理
事
萩
　
野
　
映
　
明
常
務
理
事
勝
　
山
　
良
　
盛
　
　
同
　
　
金
子
泰
嶽
　
　
同
　
　
嘉
村
義
　
正
　
　
同
　
　
腰
　
塚
　
麟
也
浦
和
市
高
砂
四
1
＝
ニ
ー
一
入
〒
鰯
－
㎜
〇
四
入
（
入
六
一
）
二
＝
羽
入
F
A
X
　
O
四
二
（
八
六
四
）
六
六
四
九

≡
」
開
＝
「
≡

信
　
貴
　
山
　
真
　
言
　
宗
総
本
山
信
貴
山
朝
護
孫
子
寺
代
表
管
長
田
　
中
　
真
　
瑞
管
　
　
長
鈴
木
　
鳳
永
宗
務
長
鈴
　
木
　
貴
　
晶
総
務
部
長
野
　
澤
　
密
　
孝
奈
良
県
生
駒
郡
平
郡
町
信
貴
山
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
入
○
一
一
〒
鰯
－
㎜
〇
七
四
五
（
七
二
）
二
二
七
七
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大
阪
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佛
教
会

青
森
県
佛
教
会
会
　
　
長
　
黒
　
滝
　
信
　
行
讐
企
顯
花
田
誠
三
事
務
局
長
　
今
　
泉
　
尚
　
道
青
森
県
弘
前
市
西
茂
森
一
1
十
ニ
ー
三
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㎜
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㎜
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一
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二
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四
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F
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台
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四
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五
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今
か
ら
二
十
年
前
の
一
九
七
八
年
、
東
京
と
京
都

を
主
会
場
と
し
て
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議
（
W

F
B
）
日
本
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
議

で
国
連
の
依
頼
に
よ
り
丹
下
健
三
氏
が
こ
の
年
に
完

成
し
た
ル
ン
ビ
ニ
ー
再
開
発
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基

づ
き
、
荒
廃
し
て
い
た
釈
尊
御
生
誕
の
聖
地
ル
ン
ビ

ニ
ー
の
復
興
に
協
力
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
よ
り
日
本
の
伝
統
仏
教
界
を
代
表
す
る
全
日

本
仏
教
会
は
、
挙
げ
て
釈
尊
へ
の
憧
憬
と
報
恩
謝
徳

の
為
に
具
体
的
に
何
を
な
す
べ
き
か
に
つ
い
て
研
究

と
ネ
パ
ー
ル
と
の
折
衝
を
重
ね
た
の
で
す
。

　
ル
ン
ビ
ニ
ー
の
中
心
で
あ
る
レ
ン
ガ
で
築
造
さ
れ

た
マ
ヤ
堂
は
、
同
じ
よ
う
に
レ
ン
ガ
で
築
造
さ
れ
た

基
壇
の
上
に
あ
り
、
内
陣
に
は
釈
尊
の
御
生
誕
を
示

す
マ
ヤ
夫
人
の
石
像
が
東
向
き
に
祀
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
入
口
は
、
東
、
北
、
南
の
三
方
に
あ
り
、
東
側

が
正
面
で
し
た
。
し
か
し
、
東
側
の
正
面
か
ら
基
壇

上
に
昇
る
階
段
は
、
基
壇
上
の
東
南
の
隅
で
生
育
を

遂
げ
た
菩
提
樹
の
根
の
た
め
に
破
壊
さ
れ
、
階
段
は

西
側
に
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
東
側
の
基
壇
か
ら

一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
階
段
を
下
が
っ
た
と
こ
ろ
に
マ
ヤ

堂
の
正
面
の
入
口
が
あ
り
ま
し
た
が
、
マ
ヤ
堂
の
内

部
は
内
陣
と
い
う
よ
り
廊
下
と
言
っ
た
方
が
よ
い
南

北
に
細
長
い
形
状
で
、
参
詣
者
が
十
人
や
っ
と
立
つ

マヤ堂復興事業への取り組み
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て
入
れ
る
ほ
ど
の
狭
い
も
の
で
し
た
。

　
基
壇
上
で
二
十
四
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
ま
で
成
長
し

た
菩
提
樹
は
、
小
さ
な
マ
ヤ
堂
を
覆
い
独
特
の
雰
囲

気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
し
た
。
従
っ
て
根
も
同
様
に

成
長
し
、
基
壇
の
側
壁
か
ち
特
に
反
対
の
西
側
の
ア

シ
ョ
仁
王
柱
の
側
か
ら
も
、
マ
ヤ
堂
の
天
井
に
も
姿

を
の
ぞ
か
せ
て
い
ま
し
た
。
誰
の
眼
に
も
こ
の
ま
ま

放
置
す
れ
ば
、
近
い
将
来
マ
ヤ
堂
は
菩
提
樹
の
根
の

成
長
に
よ
っ
て
倒
壊
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
明
ら
か

で
し
た
。

　
釈
尊
御
生
誕
を
偲
ん
で
参
詣
す
る
に
は
狭
い
上
に

み
す
ぼ
ら
し
く
、
し
か
も
近
い
将
来
全
体
に
危
険
が

及
ぶ
で
あ
ろ
う
、
こ
う
し
た
情
況
に
あ
る
マ
ヤ
堂
を

釈
尊
へ
の
憧
憬
と
報
恩
宿
徳
の
た
め
に
、
ル
ン
ビ
ニ

ー
に
参
詣
す
る
世
界
の
仏
教
徒
の
た
め
に
修
復
で
き

な
い
も
の
か
、
こ
れ
が
全
日
本
仏
教
会
が
研
究
と
ネ

パ
ー
ル
側
と
の
折
衝
の
末
に
到
達
し
た
結
論
で
し
た
。

　
し
か
し
、
世
評
で
は
、
ネ
パ
ー
ル
側
は
こ
の
よ
う

な
状
態
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
ヤ
堂
に
は
誰

に
も
手
を
触
れ
さ
せ
な
い
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
と
こ
ろ
が
一
九
筆
入
年
四
月
、
一
通
の
電
報
が
ル

ン
ビ
ニ
ー
開
発
ト
ラ
ス
ト
（
L
D
T
）
か
ら
全
日
本

仏
教
会
に
舞
い
込
み
ま
し
た
。
電
文
に
は
、
菩
提
樹

の
根
に
よ
り
危
険
に
瀕
し
て
い
る
マ
ヤ
堂
の
修
復
を

全
日
本
仏
教
会
に
要
請
す
る
、
と
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
全
日
本
仏
教
会
は
本
腰
を
あ
げ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。

　
一
九
入
九
年
七
月
、
国
連
職
員
で
L
D
T
に
出
向

の
久
保
氏
が
、
シ
ル
ワ
ル
L
D
T
事
務
局
長
一
行
を

引
率
し
て
日
本
を
訪
問
し
、
当
時
の
大
谷
光
真
全
日

本
仏
教
会
会
長
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
門
主
）
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。
同
年
十
一
月
川
井
ル
ン
ビ
ニ
ー

委
員
会
委
員
長
一
行
が
ネ
パ
ー
ル
を
訪
問
し
、
修
復

方
法
に
つ
き
協
議
、
さ
ら
に
同
年
十
二
月
シ
ル
ワ
ル

一12一
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磯

マヤ堂を侵食する菩提樹の根

氏
が
再
度
日
本
を
訪
問
し
て
、
マ
ヤ
堂
修
復
の
た
め

の
マ
ヤ
堂
修
復
計
画
協
定
書
（
ア
グ
リ
ー
メ
ン
ト
）

の
原
案
に
つ
い
て
基
本
的
合
意
に
至
り
、
翌
一
九
九

〇
年
五
月
マ
ヤ
堂
修
復
の
具
体
的
方
法
に
つ
い
て
の

文
書
に
調
印
し
、
遂
に
一
九
九
〇
年
九
月
、
日
本
か

ら
春
見
文
勝
会
長
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
管
長
）
、
白

川
良
純
理
事
長
を
は
じ
め
代
表
団
が
カ
ト
マ
ン
ズ
を

訪
問
し
、
全
日
本
仏
教
会
と
L
D
T
の
間
で
ア
グ
リ

ー
メ
ン
ト
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

全
日
本
仏
教
会
と
L
D
T
は
ル
ン
ビ
ニ
ー
に
赴
き
、

春
見
会
長
を
導
師
と
し
て
着
工
式
を
執
行
し
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
、
全
日
本
仏
教
会
が
派
遣
し
た
考
古
学

者
・
上
坂
悟
氏
が
着
工
し
よ
う
と
し
た
矢
先
、
ネ
パ

ー
ル
に
民
主
化
を
求
め
る
政
変
が
勃
発
し
、
シ
ル
ワ

ル
L
D
T
事
務
局
長
は
退
任
、
王
弟
ギ
ャ
ネ
ン
ド
ラ

L
D
T
会
長
は
表
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
、
か
く
て
全

日
本
仏
教
会
の
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
は
一
旦
頓
挫
し
ま

し
た
。

　
一
九
九
一
年
六
月
全
日
本
仏
教
会
は
、
ネ
パ
ー
ル

文
部
省
考
古
局
（
D
O
A
）
と
の
間
で
覚
書
に
調
印

し
ま
し
た
。
ル
ン
ビ
ニ
ー
が
考
古
学
の
研
究
対
象
の

地
域
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
し
た
。
し
か
し

ネ
パ
ー
ル
の
パ
ン
チ
ャ
ヤ
ッ
ト
の
時
代
、
つ
ま
り
王

権
が
強
か
っ
た
時
代
、
D
O
A
は
自
己
を
主
張
で
き

な
か
っ
た
の
で
す
。
王
権
が
揺
ら
い
だ
の
を
潮
に
、第1回国際専門家会議（1994年2月、於ルンビニー）

全
日
本
仏
教
会
と
L
D
T
と
の
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
に

参
入
し
よ
う
と
し
た
の
で
す
。

　
そ
れ
よ
り
、
こ
の
事
業
は
経
済
的
負
担
を
全
日
本

仏
教
会
が
持
ち
（
ネ
パ
ー
ル
側
は
一
銭
も
負
担
し
て

い
な
い
。
ネ
パ
ー
ル
側
の
職
員
の
給
料
ま
で
全
日
本

仏
教
会
が
負
担
）
、
L
D
T
と
D
O
A
の
合
議
の
も

と
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
九
九
二

年
臨
月
ア
グ
リ
ー
メ
ン
ト
は
修
正
さ
れ
、
石
上
智
康

全
日
本
仏
教
会
理
事
長
と
ス
ー
リ
ャ
・
B
・
シ
ャ
キ

や
L
D
T
副
委
員
長
と
の
間
で
調
印
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ア
グ
リ
ー
メ
ン
ト
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、

「
菩
提
樹
の
成
長
に
伴
い
破
損
の
著
し
い
現
在
の
マ

ヤ
堂
及
び
基
壇
を
試
掘
し
、
解
体
す
る
。
考
古
学
調

査
を
行
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
古
代

の
仏
教
建
築
で
あ
る
マ
ヤ
堂
の
デ
ザ
イ
ン
と
ス
タ
イ

ル
に
基
づ
き
、
現
在
の
基
壇
と
同
規
模
で
修
復
す
る

基
壇
上
に
マ
ヤ
堂
を
復
元
す
る
」
も
の
で
、
こ
れ
に

は
D
O
A
も
参
画
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

菩
提
樹
に
つ
い
て
は
原
則
的
に
保
存
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
が
、
考
古
学
上
及
び
将
来
に
わ
た
る
マ
ヤ
堂
の

保
存
の
見
地
か
ら
撤
去
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

L
D
T
の
責
任
に
お
い
て
撤
去
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
専
門
家
会
議
の
開
催
、
考
古
学
調

査
記
録
の
作
成
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
九
九
一
．
一
年
十
二
月
、
マ
ヤ
堂
の
御
本
尊
を
仮
堂

に
安
置
し
て
か
ら
、
全
日
本
仏
教
会
派
遣
の
上
坂
悟

氏
、
D
O
A
派
遣
考
古
学
者
コ
ー
シ
ュ
氏
、
L
D
T 一13一
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派
遣
考
古
学
者
リ
ジ
ャ
ー
ル
氏
か
ら
な
る
考
古
学
チ

ー
ム
は
マ
ヤ
堂
考
古
学
調
査
に
着
手
し
、
一
九
九
五

年
三
月
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
一
九
九

四
年
二
月
に
は
第
「
回
の
、
一
九
九
五
年
三
月
に
は

第
二
回
の
国
際
専
門
家
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
会
議
に
は
、
日
本
か
ら
は
奈
良
康
明
教
授
を
は
じ

め
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、

そ
れ
に
ネ
パ
ー
ル
か
ら
各
界
の
専
門
家
が
参
加
し
て
、

貴
重
な
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　
考
古
学
調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
最
大
の
成
果

は
、
一
九
九
五
年
三
月
の
「
石
板
」
の
発
見
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
東
西
七
〇
α
m
x
南
北
四
〇
㎝
×
厚
さ
一

〇
㎝
の
「
石
板
」
は
、
マ
ヤ
堂
直
下
か
ら
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
ア
シ
ョ
カ
王
柱
の
碑
文
の
読
み
か
た
に
よマヤ堂直下から発掘された「石板」

カトマンズでの考古学調査報告（1996年2月）

っ
て
は
、
そ
の
存
在
が
予
想
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、

予
想
通
り
現
実
に
発
見
さ
れ
、
し
か
も
ル
ン
ビ
ニ
ー

に
は
無
い
種
類
の
「
石
板
」
で
あ
る
だ
け
に
、
あ
る

意
図
を
も
っ
て
置
か
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
釈
尊

御
生
誕
の
正
し
く
そ
の
地
点
を
示
す
も
の
で
あ
る
と

の
期
待
が
高
ま
り
ま
し
た
。
学
界
に
対
し
て
大
き
な

課
題
を
提
起
し
た
の
で
す
。

　
一
九
九
五
年
、
日
本
で
中
村
元
先
生
、
奈
良
康
明

先
生
、
小
西
正
捷
先
生
、
塚
本
啓
祥
先
生
を
は
じ
め
、

全
日
本
仏
教
会
が
派
遣
し
、
マ
ヤ
堂
考
古
学
調
査
の

事
実
上
の
責
任
者
で
あ
っ
た
考
古
学
者
の
上
坂
重
氏

等
関
係
者
が
出
席
し
て
、
報
告
と
検
討
の
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
一
九
九
六
年
二
月
、
ネ
パ
ー
ル
国
王
ビ
レ
ン
ド
ラ

陛
下
が
マ
ヤ
堂
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
九
九
六
年
二
月
カ
ト
マ
ン
ズ
に
お
い
て
、
三
月

に
は
日
本
に
お
い
て
、
考
古
学
調
査
報
告
が
記
者
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
少
し
前
に
、
上
坂
氏
の
報
告
書
は
ユ
ネ
ス
コ

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
顧
み
れ
ば
上
坂
底
心
は
三
度
、
マ
ヤ
堂

考
古
学
調
査
リ
ポ
ー
ト
を
執
筆
し
、
発
表
し
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
発
掘
さ
れ
た
遺
物
の
整
理
が
終
了

し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
報
告
書
は
現
在
未
だ
中

間
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
完
成
に
は
至
っ
て
い
な
い

こ
と
も
確
か
で
す
。

　
さ
て
、
全
日
本
仏
教
会
に
と
っ
て
柔
な
る
と
い
う

よ
り
も
本
来
の
仕
事
は
、
マ
ヤ
堂
の
復
元
の
仕
事
で

す
。
言
う
ま
で
も
な
く
全
日
本
仏
教
会
は
、
菩
提
樹

の
根
の
異
常
な
成
長
に
よ
り
倒
壊
の
危
険
に
瀕
し
た

マ
ヤ
堂
並
び
に
基
壇
を
復
元
す
る
の
を
、
本
来
の
目

的
と
し
て
お
り
ま
す
。
マ
ヤ
堂
の
考
古
学
調
査
は
そ

の
前
提
作
業
で
す
。
世
界
の
仏
教
徒
が
参
詣
で
き
る

マ
ヤ
堂
の
復
元
こ
そ
全
日
本
仏
教
会
の
本
来
の
仕
事

で
す
。

　
一
九
九
六
年
八
月
、
全
日
本
仏
教
会
は
カ
ト
マ
ン

ズ
で
二
十
五
名
に
及
ぶ
ネ
パ
ー
ル
の
各
界
の
代
表
者

と
会
議
し
て
、
全
日
本
仏
教
会
と
L
D
T
と
の
ア
グ

リ
ー
メ
ン
ト
に
従
い
、
ど
の
よ
う
に
遺
跡
を
埋
め
戻

す
の
か
、
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
基
壇
と
マ
ヤ
堂
を
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復
元
す
る
の
か
、
を
巡
っ
て
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

け
れ
ど
も
、
ネ
パ
ー
ル
側
に
建
設
的
な
意
見
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
一
九
九
七
年
五
月
と
六
月
、
再
び

L
D
T
と
D
O
A
を
訪
問
し
、
今
後
の
方
針
に
つ
き

協
議
し
ま
し
た
。

　
そ
の
際
、
L
D
T
と
D
O
A
か
ら
年
末
ま
で
に
改

め
て
完
成
さ
れ
た
も
の
で
な
く
て
良
い
か
ら
マ
ヤ
堂

考
古
学
調
査
報
告
書
の
提
出
が
要
請
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
も
マ
ヤ
堂
考
古
学
調
査
記
録
だ
け
で
は
な
く
、

勧
告
す
な
わ
ち
遺
跡
の
保
護
の
方
法
な
ら
び
に
復
元

さ
れ
る
マ
ヤ
堂
の
設
計
図
書
も
含
め
て
欲
し
い
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　
実
は
全
日
本
仏
教
会
が
L
D
T
と
調
印
し
た
ア
グ

リ
ー
メ
ン
ト
の
中
に
は
、
マ
ヤ
堂
を
解
体
し
、
発
掘

す
れ
ば
、
古
代
の
マ
ヤ
堂
の
遺
構
が
発
見
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
を
参
考
に
し
て
マ
ヤ
堂
を
復
元

し
よ
う
と
い
う
期
待
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
マ
ヤ
堂
の
発
掘
に
よ
っ
て
古
代
の
レ
ン
ガ
の

列
や
、
「
石
板
」
や
遺
物
な
ど
は
発
見
さ
れ
ま
し
た

が
、
復
元
さ
れ
る
マ
ヤ
堂
の
参
考
資
料
と
な
る
よ
う

な
古
代
建
築
の
遺
構
は
、
期
待
に
反
し
て
何
も
発
見

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
ハ
タ
と
困
惑
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
報

告
書
に
含
め
る
復
元
さ
れ
る
マ
ヤ
堂
の
設
計
図
書
は
、

い
か
に
す
べ
き
か
。
全
日
本
仏
教
会
は
長
い
議
論
の

末
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成
し

た
丹
下
健
三
先
生
を
訪
問
し
て
相
談
し
ま
し
た
。
丹

下
先
生
は
、
復
元
さ
れ
る
マ
ヤ
堂
は
ネ
パ
ー
ル
に
建

設
さ
れ
る
の
で
、
も
し
ネ
パ
ー
ル
を
代
表
す
る
建
築

家
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
で
き
る
な
ら
設
計
に
協

力
し
ま
し
ょ
う
、
と
快
諾
し
て
下
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
を
一
九
九
七
年
春
月
三
日
全
日
本
仏
教

会
理
事
会
で
承
認
を
頂
い
た
上
で
、
L
D
T
委
員
長

の
青
年
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
大
臣
シ
ャ
ラ
ッ
ト
・
シ
ン

・
バ
ン
ダ
リ
氏
に
伝
え
、
全
日
本
仏
教
会
は
一
九
九

七
年
十
二
月
四
日
、
バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ
れ
た
世
界

仏
教
徒
会
議
（
W
F
B
）
執
行
委
員
会
の
席
上
、
L

D
T
副
委
員
長
テ
ン
ジ
ン
・
ラ
マ
氏
に
「
マ
ヤ
堂
の

考
古
学
調
査
記
録
な
ら
び
に
マ
ヤ
堂
復
元
を
通
じ
て現場近影（4月下旬撮影）マヤ堂

の
遺
跡
の
保
存
保
護
に
つ
い
て
の
提
言
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
の
、
丹
下
健
三
氏
に
よ
る
復
元
さ
れ
る
マ
ヤ

堂
の
設
計
図
書
な
し
の
報
告
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

現
在
、
L
D
T
や
D
O
A
は
今
後
の
こ
と
に
つ
い
て

協
議
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
以
上
が
、
全
日
本
仏
教
会
が
長
年
に
わ
た
り
「
急

が
ず
」
「
怒
ら
ず
」
「
諦
め
ず
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て

L
D
T
や
D
O
A
と
折
衝
し
て
き
た
経
緯
の
概
略
で

す
。　
全
日
本
仏
教
会
の
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
は
、
最
終
局

面
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
日
本
仏
教
会
派
遣
の
考
古
学
者
上
坂
悟

氏
の
報
告
に
基
づ
い
た
報
告
書
が
L
D
T
よ
り
ユ
ネ

ス
コ
へ
提
出
さ
れ
、
そ
の
結
果
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産

委
員
会
は
、
一
九
九
七
年
十
二
月
一
日
よ
り
六
日
に

イ
タ
リ
ア
の
ナ
ポ
リ
で
開
か
れ
た
第
二
十
一
回
通
常

会
議
で
仏
陀
の
生
誕
地
で
あ
る
ル
ン
ビ
ニ
ー
を
世
界

遺
産
の
リ
ス
ト
へ
登
録
し
た
と
の
こ
ど
、
で
す
。

　
こ
の
こ
と
こ
そ
が
、
正
し
く
全
日
本
仏
教
会
が
行

っ
て
き
た
マ
ヤ
堂
復
元
事
業
に
伴
う
考
古
学
調
査
の

今
ま
で
の
成
果
で
あ
る
と
共
に
、
評
価
で
あ
る
と
受

け
止
め
て
お
り
ま
す
。
本
会
は
今
後
、
ネ
パ
ー
ル
側

と
交
渉
を
進
め
、
丹
下
健
三
氏
の
設
計
に
よ
っ
て
ネ

パ
ー
ル
、
日
本
の
仏
教
徒
は
も
と
よ
り
世
界
中
の
仏

教
徒
の
た
め
に
、
一
日
も
早
く
釈
尊
御
生
誕
の
聖
地

に
マ
ヤ
堂
を
復
元
す
る
こ
と
に
全
力
を
傾
注
す
る
覚

悟
で
す
。

．
v
r
し
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五
月
二
十
六
日
、
東
大
寺
を
会
場
に
、
全
日
本
仏

教
青
年
会
主
催
、
南
都
二
六
会
共
催
、
全
日
本
仏
教

会
後
援
の
も
と
、
「
仏
法
興
隆
誓
願
、
花
ま
つ
り
千

僧
法
要
、
十
周
年
記
念
法
要
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
当
日
は
、
全
日
仏
青
墨
盟
各
団
体
よ
り
多
数
の
青

年
僧
侶
が
参
加
し
、
十
二
時
四
十
五
分
、
南
大
門
よ

り
大
仏
殿
ま
で
行
道
、
大
仏
殿
内
で
は
矢
坂
誠
徳
全

日
仏
青
理
事
長
を
導
師
に
、
華
や
か
に
慶
讃
法
要
が

修
行
さ
れ
た
。

　
終
了
後
、
十
年
前
の
法
要
の
折
り
に
境
内
に
建
立

さ
れ
た
、
ア
シ
ョ
カ
ピ
ラ
ー
の
前
に
移
動
し
、
読
経

と
焼
香
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
夕
刻
、
奈
良
県
新
公
会

堂
に
会
場
を
移
し
、
記
念
懇
親
会
が
盛
大
に
行
わ
れ

た
。

同
和
委
員
会

　
六
月
二
十
六
日
午
後
一
時
半
か
ら
、
真
言
宗
智
山

派
宗
務
庁
会
議
室
で
、
第
三
回
同
和
降
段
会
が
開
催

さ
れ
た
。
そ
し
て
第
十
八
回
同
和
研
修
会
が
、
九
月

七
日
（
月
）
に
、
浄
土
宗
宗
務
庁
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
た
。

　
本
年
は
、
世
界
人
権
宣
言
五
十
周
年
に
当
た
り
、

研
修
会
の
内
容
も
そ
れ
に
ち
な
ん
だ
も
の
を
予
定
。

　
　
　
　
　
一
九
九
八
年
八
月
一
日
発
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
行
人

　
　
　
　
　
　
　
八
月
号
　
第
四
四
〇
号

詳
細
は
次
回
の
委
員
会
で
更
に
検
討
さ
れ
る
。

美
璽
9
務
《
局
興
録
募
≦

　
　
⊥
ハ
月
一

三
日
　
局
内
会
議

　
　
　
文
化
庁
と
の
懇
談
会

　
四
日

　
＋
日

＋
一
日

十十
＿星＿凸　一■凸

ノ　　
日日

＋
入
日

二
＋
二
日

二
＋
三
日

二
＋
四
日

二
＋
五
日

二
＋
六
日

蓮

国
際
委
員
会

全
青
協
墨
蹟
展
開
会
式
出
席

税
務
委
員
会

法
律
相
談
室

東
京
同
宗
連
総
会
出
席

人
権
フ
ォ
ー
ヲ
ム
ニ
一
合
同
部
会
出
席

信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会

局
内
会
議

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
セ
ミ
ナ
ー
出
席

東
京
都
仏
教
連
合
会
総
会
出
席

総
務
委
員
会

部
落
解
放
研
究
所
総
会
出
席

法
律
相
談
室

真
言
宗
各
派
同
和
研
修
会
出
席

同
和
委
員
会

埼
玉
県
佛
教
会
副
会
長
本
葬
議
参
列

仏
教
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
研
究
会

九七
日日

二
±
二
日

二
十
四
日

越
＋
日

三
＋
一
日

曹
洞
宗
被
差
別
戒
名
追
善
法
要
参
列

中
山
寺
管
長
晋
山
式
出
席

法
律
相
談
室

法
律
相
談
室

局
内
会
議

同
和
委
員
会

第
二
十
五
回
全
国
仏
教
保
育
大
会
出
席

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
司
会

三
＋
日

　
　
　
一
七
月
－

　
一
日
　
局
内
会
議

　
二
日
　
日
宗
連
理
事
会

　
三
日
　
天
台
宗
人
権
啓
発
研
修
会
出
席

清
典
　
発
行
所
　
財
団
法
人
全

日

東
條
仁
進
師

六
月
六
日
、
入
十
七
歳
で
遷
化

真
言
宗
犬
鳴
派
管
長

岡
田
日
成
師
（
儲
君
仏
常
務
理
事
）

六
月
十
五
日
置
入
十
一
歳
で
遷
化

元
曹
洞
宗
宗
務
総
長

高
田
好
胤
師

六
月
二
十
二
日
、
七
十
四
歳
で
遷
化

法
相
宗
管
長

W
F
B
世
界
仏
教
徒
会
議
シ
ド
ニ
ー
大
会

公
式
代
表
団
参
加
者
募
集

日
程
十
月
二
十
六
日
野
5
十
一
月
馴
日
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
泊
七
日

費
用
　
一
六
二
、
○
○
○
一
二
四
一
、
○
○
○
円

お
問
い
合
わ
せ
　
全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局
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